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福
田
別
所
砂
留
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

田
口　

由
実　

　
「
福
田
の
史
跡
探
訪
の
会
」
が
整
備
を

始
め
、
現
在
は
別
所
町
内
会
の
有
志
が
中

心
と
な
っ
て
整
備
を
進
め
て
お
ら
れ
る
芦

田
町
福
田
の
「
別
所
砂
留
」。
篠
原
副
会

長
の
伝
手
を
頼
り
、
整
備
中
の
砂
留
を
昨

年
の
暮
に
関
係
者
の
方
に
案
内
し
て
頂
い

た
。
一
番
か
ら
十
三
番
の
砂
留
の
す
ば
ら

し
さ
に
つ
い
て
ご
紹
介
で
き
な
い
の
は
残

念
で
あ
る
が
、
ぜ
ひ
現
地
を
訪
れ
て
そ
の

目
で
ご
覧
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。

　

さ
て
、
現
地
の
看
板
に
は
「
一
八
五
六

年
（
安
政
三
年
）
福
山
藩
普
請
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
福
山
城
博
物
館
所
蔵
の
三
谷

家
文
書
（
沼
隈
郡
山
手
村
庄
屋
）
の
安

政
三
年
（
一
八
五
六
）『
御
用
状
願
書
帳
』

に
あ
る
「
福
田
村
別
所
砂
留
普
請
に
三
月

四
日
、
山
手
村
石
築
の
綱
五
郎
が
派
遣
さ

れ
た
」
と
い
う
記
録
に
因
る
も
の
だ
。

　

よ
ほ
ど
の
大
事
業
で
あ
っ
た
ろ
う
砂
留

築
造
が
一
日
二
日
で
で
き
る
も
の
も
思
え

ず
、
築
造
年
を
知
る
手
が
か
り
は
何
か
他

に
な
い
も
の
か
と
考
え
た
。

　

山
手
村
の
庄
屋
の
文
書
に
あ
る
な
ら
、

他
の
文
書
に
も
何
か
手
が
か
り
は
な
い
も

の
か
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
国く
に
と
う頭
文
書
（
福
田
村

の
庄
屋
小
野
新
四
郎
の
文
書
）
を
解
読
さ

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
我
が
古
文
書
勉
強
会

の
師
で
も
あ
る
山
名
洋
通
氏
に
調
査
を
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
く

だ
さ
り
、
左
記
に
紹
介
す
る
弘
化
三
年

（
一
八
四
六
）
の
史
料
と
解
読
文
を
ご
紹

介
い
た
だ
い
た
。（
国
頭
文
書
１
９
９
‐

１
０
‐
８
）

　

砂
留
と
い
う
こ
と
ば
は
な
い
が「
別
所
」

「
十
三
カ
所
」「
石
築
」
と
い
う
単
語
は
、

別
所
の
砂
留
一
番
〜
十
三
番
を
如
実
に
表

わ
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
普
請
人

数
は
五
十
名（
延
八
十
五
人
）。石
築
七
名
。

合
計
五
十
七
名
で
あ
る
。（
同
文
書
五
月

八
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
の
期
間
で
）

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
山
名
洋
通
氏

に
、改
め
て
深
く
感
謝
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
国
頭
氏
の
ご
協
力
で
、
あ
ら
た
に
天
保

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
文
書
も
見

つ
か
り
ま
し
た
。
洪
水
の
破
損
箇
所

の
修
復
工
事
の
申
請
の
下
書
き
（
？
）

で
す
。
各
砂
留
の
切
口
長
が
記
さ
れ

た
興
味
深
い
も
の
で
す
。
次
号
掲
載

予
定
で
す
。

　

史
料
紹
介

　

弘
化
三
年　
　
　

福
田
村

別
所
拾
三
ケ
処
普
請
人
足
着
帳

　

午
五
月
八
日
よ
り　
　

与
頭
中

五
月
八
日

一　

清
兵
衛　

孫
右
衛
門　

孝
蔵

一　

友
五
郎　

弥
平　

房
吉

一　

彦
太
郎　

嘉
助　

惣
三
郎

一　

徳
八　

弥
八　

湯
賄　

与
吉

〆
拾
弐
人　
　
　
　
　

才
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
蔵　

五
月
九
日

一　

金
兵
衛　

藤
兵
衛　

与
八

一　

利
七　

紋
吉　

残
右
衛
門

一　

嘉
兵
衛　

周
兵　

粂
五
郎

一　

佐
四
郎　

藤
七　

浅
之
介

一　

弥
三
郎　

六
助　

湯
賄　

料
右
衛
門

〆
拾
五
人　
　
　
　
　

才
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
蔵　

五
月
十
日

一　

馬
治　

徳
三
郎　

谷
八

一　

孝
八　

与
五
兵
衛　

貞
蔵

一　

兵
四
郎　

料
蔵　

湯
賄　

多
右
衛
門

〆
九
人

一　

馬
治　

徳
三
郎　

谷
八

一　

孝
八　

与
五
兵
衛　

貞
蔵

一　

兵
四
郎　

料
蔵　

湯
賄　

多
右
衛
門

〆
八
人　
　
　
　
　

才
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
蔵　

五
月
十
一
日

一　

長
右
衛
門　

八
兵
衛　

槌
松

一　

亀
六　

友
八　

与
吉

一　

安
末　

千
蔵　

松
蔵

一　

惣
三
郎　

文
助　

好
助

一　

孫
十　

浅
吉　

亀
吉

一　

伝
兵
衛　

湯
賄　

両
右
衛
門

〆
拾
七
人　
　
　
　
　

才
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
蔵　

同
十
二
日　

一　

長
右
衛
門　

八
兵
衛　

槌
松

一　

亀
六　

友
八　

与
吉

一　

安
末　

千
蔵　

松
蔵

一　

惣
三
郎　

文
助　

好
助

一　

孫
十　

浅
吉　

亀
吉

一　

伝
兵
衛　
　
　

〆
拾
六
人

一　

惣
三
郎　

文
兵
衛　

長
右
衛
門

一　

八
兵
衛　

亀
吉　

安
末

一　

孫
十　

残
吉

〆
八
人　
　
　
　
　

才
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栄
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

兵
蔵　

合
　

〆
八
拾
五
人　

但
壱
人
ニ
付

　
　
　
　
　
　

壱
匁
六
分
八
厘

　
石
築

一　

拾
壱
人　
　
　

安
治

一　

九
人
壱
歩　
　

源
七

一　

七
人
六
歩　
　

令
助

一　

六
人
五
歩　
　

梅
蔵

一　

四
人
六
歩　
　

丈
吉

一　

六
人
五
歩　
　

徳
治
郎

一　

六
人
五
歩　
　

八
兵
衛

〆
五
拾
壱
人
八
歩　

但
壱
人
ニ
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壱
匁
六
分
八
厘

合　

百
三
拾
六
人
八
歩

　

此
賃
銀　

弐
百
拾
八
匁
八
分
八
厘

　
　

才
料　

拾
人

　

此
扶
持
方　

壱
斗

（
以
下
略
）

以
下
は
、
五
十
名
の
普
請
人
の
名
前
と
押

印
、
石
築
七
名
の
名
前
と
押
印
が
続
く
。


